１．バルブの概要
バルブ(弁)とは，流体の流量を制御するものをいい，製造初期においては単に配路の途中に置き物理的，化学的条件下で開閉することによって，流体を遮断したり，あるいは通過させる簡単な器具にすぎなかった。近年化学工業の発達に伴って，各種のプラントでは，高温，高圧，あるいは極低温の条件で高い耐食性を有し，耐久性にも優れた性質のバルブが要求されるようになり，現在ではその使用目的に応じてサイズや構造，材質等，各種のバルブが選定でき，使用されるようになってきた。

バルブ操作は装置運転のもっとも基本となるひとつである。バルブ操作を間違えたため，油やガスを大気に噴出させ品質を悪くし，あるいは容器内圧を異常に上昇させ破壊を起したなど，たくさんの災害例がある。また日常の手入れが悪く緊急時に操作しようとしても動かないため災害が起き，拡大されたり，無理に操作したためバルブ自体が破壊し災害になったなど，よく聞かれることである。

装置運転の基本操作といわれるいくつかのなかで，もっとも身近かで，日常かならず一度は操作せずにすまされない，このバルブ操作を，よくその基本から知り身につけることがオペレーターの技能習熟の第一歩である。
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